















時の貴族の文庫について考察を加えられ、 「摂関期」に各家の「公卿文庫」が「家文殿」へと変質し始めることを明らかにされた。さら 黒滝氏は、 その「家文殿」と太政官の文殿である「官文殿」による共同記録管理組織「朝廷文殿」によって、当時の朝廷全体における文殿が成立していたと提唱された。それゆえ、それまで独立性を守って存在していた「官文殿」と「家 殿」が、 院政期にかけて徐々に相互補完性を帯び始めていったことも指摘されている
（４）
。また、



































































広さであり、南北に四つの柱があったことになる。その後の規模については記述されておらず、詳細は不明である。ただし、 『康富 』宝徳二年（一四五〇）十月二十一 条によれば、
廿一日、 （中略） 、壬生晨照宿祢官庫修理段銭事、尾張国五百貫文也、近日到来、今日作事始云々、旧文庫之外新文庫可
レ作之支度也云々、 （下略）









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































もしくは小康状態を保つことができた時期であったと想定される。しかし、明応年間になると、幕府からの修繕費徴収は滞ってしまう。明応年間前半には、大内義興の助力があったものの、文書の水損が発生し、官文庫も日を追って朽損している。このため、徐々に衰退 向かっていった時期で と判断できるだろう。これらのことから、室町期の官文庫は安定期→下降期→維持期→衰退期という変遷を どったといえるだろう。
そして、文書保管機能について、文明年間まで安定していたが、官文庫の衰退と連動して明応年間後半には、著し
く低下していたと想定される。この文書紛失の直接的原因は、雅久の文書売却であったが、官文庫の衰退も文書紛失の原因に挙げられている。この とから 文書保管機能を大きく低下させた要因の一つは、官 庫 衰退であったとみて間違いないと結論付けた
本論では室町期の官文庫の変遷を中心 、当時の官文庫の様相につい 論じてきたが、戦国期の官文庫の様相など
課題も多く残された。また今後も、多角的な視点から官文庫 研究 進め かなければならないだろう。以上、雑駁な内容となったが、これで、本論を閉じたいと思註





























（32）『雅久宿祢記』延徳二年 一四九〇 十一月八日条。（33）『晴富宿祢記』延徳二年 一四九〇 十 月七日条、十 月三 、 『同』同年十二月十四 。（34）『晴富宿祢記』明応二年 一四九三 八月二日条。（35）小野氏前掲註
（10）参照。








（45）この草案の前半には、大見伊治が沽却した苗鹿荘を于恒が一円知行できるように下知してほしいという内容が記され、天文三年十一月十日付「室町幕府奉行人連署奉書」 （ 『壬生家文書』一三五二号）をみると、沽却された苗鹿荘は左京大夫局に与えられており、于恒に返付するようにするよう命じている。したがって「壬生于恒申状草案」の内容を受けて「室町幕府奉行人連署奉書」が発給されたと考えられる。また史料中の「川勝寺乱」は堺公方成立のきっかけとなった桂川原の戦いで、川勝寺に陣をおいた武田元光と三好勢の戦闘を指すと思われる。この堺公方の成立から滅亡する天文元年（一五三二）までの五年間は、 好氏を中心に権力闘争が続発し、京都近郊にも三好軍は展開し、 都町衆が抵抗すると うこともあったようである（今谷明『戦国期の室町幕府』 講談社、 二〇〇六年） 。そして、 天文二年まで大規模な一向 揆が摂津国を中心として展開され、 天文二年 （一五三三）の二月から四月まで無政府状態に陥っ いたといい（今谷 『同著』 ） 、三条西実隆も「言語道断」と記している（ 『実隆公記』天文二年四月七日条） 。史料中に「已属
二太平
一之上」とあることからこの文書が書かれたとき世間



































※整理状況は「当局遺誡」作成時（文明 16 ～ 17 年（1484 ～ 85））の状況。
